
英語教育改善プラン推進事業

第3回ワーキング（高校班）

令和4年2月24日（木）14:30 ~15:40

オンラインによる実施（Zoom)

高校教育課 角田 恵一



高校班分科会 次第（14：30～15：40）

(１）はじめの言葉
（２）今年度の振り返りと次年度の取り組みについて
（３）指導助言

朝日大学 亀谷みゆき 教授
（４）諸連絡
（５）おわりの言葉

分科会が終了後、全体会を実施



今年度の振り返りと次年度の取り組みについて



本事業の目的

①小・中・高等学校を通じて、

②グローバル社会に生きる児童生徒に求められる

英語による発信力を向上させるために、

③実際の目的・場面・状況に応じた英語を活用する課

題（パフォーマンス課題）を設定し、

④指導・評価するモデルを構築する。



Yamanashi Modelの構築

～話すこと［やり取り］を中心とした発信力向上をめざして～

3つの柱

①話すこと［やり取り］ ②言語活動 ③パフォーマンス評価

☆CAN-DOリスト ☆ルーブリック ☆振り返りシーﾄ ☆小・中・高連携



研究指定校の取り組み

甲府昭和高校

・CAN-DOリストの見直し

・第1回学習会 オンライン（富髙調査官）

・第2回学習会 甲府昭和高校（亀谷教授）

・研修会での中間発表（亀谷教授）

・提案授業（田中先生）配信と動画撮影



研究指定校の取り組み

富士河口湖高校

・CAN-DOリストの見直し

・校内研究会

・小中高連携研修会 （総合教育センター）

・研修会での中間発表（亀谷教授）

・研究授業・研究協議（亀谷教授）



今年度の成果について

○新学習指導要領への移行に対する意識
・4技能5領域版CAN-DOリスト→単元計画・指導案

・観点別評価→ルーブリック

○発信力向上を目指した授業づくり
・即興性のある「話すこと［やり取り］」の指導

・言語活動を通じた指導の充実

・パフォーマンステスト（評価）の実施

○小中高連携による校種を超えた学び
・各校種での児童生徒の学び、継続性を意識した指導



○新学習指導要領への移行に対する意識
・4技能5領域版CAN-DOリスト→単元計画・指導案

・学習指導要領に基づき、CEFRを参考にしたCAN-
DOリストの見直し（同一書式）

・英語科の教員全員が協働して改訂

・CAN-DOリスト→単元の計画→学習指導案→指導
→評価の一連の過程を踏まえた実践



○新学習指導要領への移行に対する意識
・観点別評価→ルーブリック

・単元末のパフォーマンステストの設定

・評価基準を明確にし、3観点によるルーブリック
を設定

・具体的なゴールを明示

次年度、新学習指導要領の実施に
向けたCAN-DOリストに基づく指
導と評価の方向性



○新学習指導要領への移行に対する意識

・CAN-DOリストに基づく、指導と評価の一体化に対する
教師の意識の変化

質問番号 質問事項 1回目 2回目

9

CAN-DOリストに基づいて，単元ごとや複数
単元後に，実際の目的や場面，状況等に応じて
英語を活用する課題（パフォーマンス課題）を
設定し，指導と評価を一体的に行っていますか。

62.5％ 93.8％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）



○発信力向上を目指した授業づくり
・即興性のある「話すこと［やり取り］」の指導

各校の振り返りコメントから

・「相手の発話に対して反応をしたり、発言を繰り返したり、質

問をしたりするやり取りの例をALTとJTEの会話を見せて示し

たり、一つのトピックについて様々な質問を生徒に考えさせた

りして、段階的に指導するようにした。」（甲府昭和）

・「スモールトークでの長期的な指導により、生徒の運用能力の

向上、また英語で自分を表現することへの敷居が下がった様子

が見えた。」（富士河口湖）



○発信力向上を目指した授業づくり

・授業において即興的な話すこと（やり取り）を行うこと
に対する教師の増加

質問番号 質問事項 1回目 2回目

４

授業において，日常的または社会的な話題につ
いて,即興で自分の考えや気持ちなどを英語で
伝え合う言語活動を行っていますか。

50.0％ 75.0％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）



○発信力向上を目指した授業づくり

・授業中の活動として、即興的な話すこと［やり取り］が
行われていることを生徒も実感できている

質問番号 質問事項 1回目 2回目

9

授業において，日常的または社会的な話題につ
いて,即興で自分の考えや気持ちなどを英語で
伝え合う言語活動が行われていると思いますか。

84.7％ 91.3％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・生徒用）



○発信力向上を目指した授業づくり
・言語活動を通じた指導の充実

各校の振り返りコメントから

・「言語活動は、実際の言語の使用場面を具体的に想定し、生徒が目

的を意識して活動を行うことができるように準備した。生徒は、目

的や場面、状況に応じて、互いの考えや気持ちを伝え合うことがで

きるようになった。」（甲府昭和）

・「授業の中で、思考力・判断力・表現力等を育成することを心掛け、

定期試験においても、その力をみるための問題を作成するようにし

た。また、インタビューをして得られた情報をもとに整理して書いたり、

教科書を読んで理解したことを踏まえて意見を伝え合ったりする、領域

統合を意識した言語活動を行うように工夫した。」（甲府昭和）



○発信力向上を目指した授業づくり
・言語活動を通じた指導の充実

各校の振り返りコメントから

・「アウトプットの機会を十分に作れた。スモールトークを行い、

その時期に合わせた話題や、教科書の内容に関連する話題を英

語で口にすることができた。」（富士河口湖）

・「 「もっといろんな人と英語でやり取りをしたい」と言う生

徒が現れてきて、活動中も表情が晴れやかな生徒も多く、英語

を通じて互いの考えや気持ちを伝え合うこと自体を楽しめている様

子が伺えた。」（富士河口湖）



○発信力向上を目指した授業づくり

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）

質問番号 質問事項 1回目 2回目

2

授業において，英語を聞いて必要な情報を聞き取ったり，
話し手の意図や,話の概要・説明の要点をとらえたりする
言語活動を行っていますか。

93.8％ 100.0％

3

授業において，英語を読んで必要な情報を聞き取ったり，
書き手の意図や,話の概要・説明の要点をとらえたりする
言語活動を行っていますか。

100.0％ 100.0％

4

授業において，日常的または社会的な話題について,即興
で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を
行っていますか。

50.0％ 75.0％

5

授業において，スピーチやプレゼンテーションなど，目
的や場面，状況等に応じてまとまった内容を理由や根拠
とともに英語で発表する言語活動を行っていますか。

56.3％ 75.0％

聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り・発表］における取り組みに対する教師の意識向上



○発信力向上を目指した授業づくり

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・生徒用）

質問番号 質問事項 1回目 2回目

7

授業において，英語を聞いて必要な情報を聞き取ったり，
話し手の意図や,話の概要・説明の要点をとらえたりする
言語活動が行われていると思いますか。

92.3％ 93.1％

8

授業において，英語を読んで必要な情報を聞き取ったり，
書き手の意図や,話の概要・説明の要点をとらえたりする
言語活動が行われていると思いますか。

95.2％ 95.2％

9

授業において，日常的または社会的な話題について,即興
で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動が
行われていると思いますか。

84.7％ 91.3％

10

授業において，スピーチやプレゼンテーションなど，目
的や場面，状況等に応じてまとまった内容を理由や根拠
とともに英語で発表する言語活動が行われていると思い
ますか。

89.5％ 96.8％

聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り・発表］における取り組みは生徒も実感



○発信力向上を目指した授業づくり
・パフォーマンステスト（評価）の実施

各校の振り返りコメントから

・「年間指導計画の中にパフォーマンス評価を位置づけ、教科書の内容
や令和４年度からの学習指導要領の目標、Can-doリストを踏まえた
ルーブリックを作成し、実施することができた。また、どのような力を身
に付けてほしいかを、具体例を生徒に見せたうえでルーブリックを提示し、
その目標に向かって授業で身に付けさせたい力を明確に示した。生徒は意
欲的の授業に取り組み、パフォーマンステストに向けて練習していた。」

（甲府昭和）

・「自分で適切な表現を準備して運用する生徒もおり、即興であることゆえ
の自由な表現も見えた。」 （富士河口湖）



○発信力向上を目指した授業づくり

・ルーブリックを示したパフォーマンステストの実施に対
する教師の意識向上

質問番号 質問事項 1回目 2回目

10

生徒や英語担当教師と評価基準表（ルーブリッ
ク）等を共有し，妥当性，信頼性あるパフォー
マンス評価を行っていますか。

75.0％ 100.0％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）



○発信力向上を目指した授業づくり

・ルーブリックを共有したパフォーマンステストの実施に
ついては、生徒の評価も向上

質問番号 質問事項 1回目 2回目

15

評価基準表（ルーブリック）等から，自分が英
語を使って何ができればよいのかを理解し，適
切にパフォーマンステストが行われていると思
いますか。

80.1％ 87.0％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・生徒用）



○小中高連携による校種を超えた学び
・各校種での児童生徒の学び、継続性を意識した指導

・小中高の各指定校の協力による
公開授業・研究協議やZoomによる
授業のライブ配信を実施。

・校種を超えて、地域を越えて本事業
の研究授業・研究協議などを視聴で
きる機会を提供。

・小中では「どのようなことをどのよ
うに学んでいるのか」を知ることに
よる継続性を意識した指導。

00241512
非公開

00241512
非公開

00241512
非公開



○小中高連携による校種を超えた学び
・各校種での児童生徒の学び、継続性を意識した指導

各校の振り返りコメント等から

・「英語教育改善プラン推進事業を通して得られた成果を小中学校や他

の高等学校と共有し、山梨県全体として改善していきたい」

（甲府昭和）

・「中学から高校に継続して指導してほしいこと、高校から中学に指導

してほしいことを共有（小中高の研修会）」 （富士河口湖）



今年度の課題について（次年度の取り組み）

▲年間指導（評価）計画と共通認識の必要性
・いつ、何を、どこで、どのように指導・評価するか

・縦（他学年）と横（同学年）、生徒との共通認識

▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）
・教科書を用いた適切な言語活動やパフォーマンス評価

（テキストタイプに即した目的・場面・状況の設定）

・パフォーマンステスト（評価）での見取り（含ICT利用)

・4技能5領域のバランスの取れた指導

▲成果・課題の周知と情報共有の不足
・指定校内→県下の全学校→全国へ



▲年間指導（評価）計画と共通認識の必要性
・いつ、何を、どこで、どのように指導・評価するか

・縦（他学年）と横（同学年）、生徒との共通認識

各校の振り返りコメントから

・「年度当初の年間の計画の中で「どの力を」「いつ（どのレッスンで）」

「どうやって」測るか、ということを事前に決めて、年度開始後にはそれ

を実行に移すことこそが肝要である。」

・「妥当性のある目的・場面・状況を設定できるかは、教員のアイデアの柔

軟さによるところが大きく、その授業に関わる教員がチームとしてアイデ

アを出し合い、計画を練り上げることの大切さを痛感した。」

（富士河口湖）

・「当該科目を担当した教員同士では指導目標や指導内容を共有することが

できたが、全員での共有ができていない。」 （甲府昭和）



▲年間指導（評価）計画と共通認識の必要性
・いつ、何を、どこで、どのように指導・評価するか

・縦（他学年）と横（同学年）、生徒との共通認識 ・各研究指定校に10月以降で、話すこと［や
り取り］の研究授業の実施を指定。

・指導のタイミングの調整や指導内容（旧課
程の教科書のレッスン内容）とのマッチン
グに苦労。

・次年度は1年生（新課程）、2・3年生（旧
課程）。教科内での情報共有、指導目標の
共有。

年間指導（評価）計画に基づ
く実践・研究の在り方。

年度当初に指導と評価につい
て共通認識を持ち、生徒にも
丁寧に説明。



▲年間指導（評価）計画と共通認識の必要性

生徒が教師の指導と評価について理解しているか？
教師の一方的な理解にとどまっていないか？

質問番号 質問事項 1回目 2回目

11

言語活動への取組において，ポートフォリオ等
を用いて,学習を振り返ったり見通しを立てた
りして，生徒自らが学習を自覚的に捉えている
状況（粘り強さ・自己調整）を，単元または年
間を通じて評価していますか。

31.3％ 37.5％

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）



▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）
・教科書を用いた適切な言語活動やパフォーマンス評価

（テキストタイプに即した目的・場面・状況の設定）

各校の振り返りコメントから

• 「（現行の）教科書を使い、そのテキストタイプに応じて、令和４年
度からの学習指導要領の目標やCan-doリストに合う言語活動を考える
のが難しかった。」 （甲府昭和）

• 「使用教科書の「どのような単元がどの力を測るのに適切か」につい
て、校内での共通意識を持って設定したい。どんなパフォーマンス課
題に対して、どんな読み方をさせるべきかを適切に設定したい。」

（富士河口湖）



▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）
・教科書を用いた適切な言語活動やパフォーマンス評価

（テキストタイプに即した目的・場面・状況の設定）

亀谷先生のコメントから

• 「トピックの選定の仕方は正しかったか？英文のジャンルごとに力を

つけさせたい部分を明確にすることが大切。」

• 「この単元が終わったら、英語で何ができるようになるのか？」とい
う部分を明確にすることが大切。

• 「どのような目的・場面・状況で何ができるようになるか」もっとク
リアにしていく必要がある。



▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）
・パフォーマンステスト（評価）での見取り（含ICT利用)

亀谷先生のコメントから

• 「目標が曖昧であると評価が難しくなる。「これができたらＢ」を決

めると指導しやすくなり、活動がクリアになる。」

• 「生徒同士でフィードバックを行う場合は、手段よりも、子どもたち

の気づきに本当につながっているのか、学びになっているのかとい

うところを意識させたい。」

• 生徒がパフォーマンスのビデオを撮影することの意義はなにか？態度
を見るのか、内容を見るのか、そこを明確にすることが大切。



ICTを活用した英語科の授業について

★これまでの活用イメージ ★1人1台での活用イメージ

【活用の仕方】
・教科書の内容・スライド資料・動画などをスクリーン
に映し、全員に説明する。

・生徒の解答やノートを書画カメラなどで映写し、共有
する。

［メリット］
・生徒が端末を用意（購入）する必要がない。
・教師が授業をコントロールしやすい。

［デメリット］
・座席によって見にくい。
・個に応じた指導が難しい。
・生徒の学習状況を把握しにくい。

【生徒の活用】

・発表資料の作成・課題実施・提出
→学びの蓄積

・情報の共有・協働学習

・WEBによる調べ学習

・各自で動画視聴による学習

・英文を読む・聞く・書く・話す
→文章・音声・動画で記録に残す

（パフォーマンステスト）

【教師の活用】

・教材や課題の提示・配付と回収、小テスト

・授業中の学習状況の把握・協働学習での利用

・提出物のチェックと評価

・パフォーマンステストのチェック（文章・音声・動画）

「学習支援ソフト」

クラスルーム Google Classroom   Teams for Education
(Apple)           (Google)                       (Microsoft)



▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）

「聞く」「話す」の数値が向上した一方、「書く」ことの
数値が減少。4技能5領域のバランスの取れた指導の必要性。

英語教育改善プラン推進事業アンケートまとめ（高校・教師用）

質問番号 質問事項 1回目 2回目

6

授業において，日常的または社会的な話題について，自
分の考えや気持ちを，目的や場面，状況等に応じて理由
や根拠とともに英語で書く言語活動を行っていますか。

93.8％ 75.0％

7

授業において，聞いたり読んだりしたことについて，生
徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする言語
活動を行っていますか。

87.5％ 68.8％

8

授業において，聞いたり読んだりしたことについて，そ
の内容を英語で書いてまとめたり，自分の考えを英語で
書いたりする言語活動を行っていますか。

68.8％ 62.5％



▲指導・評価の質的向上（妥当性・信頼性）
・4技能5領域のバランスの取れた指導

亀谷先生のアドバイスから

・「発信、やりとりが先行し、受信能力のスキル育成という点ではまだ

不十分な印象を受ける」

・「readingについて、どのように内容理解をさせているか」

今年度は「話すこと［やり取り］」での実施を県から各校に依頼

→各校が既に作成済みの指導計画の中で実施したため、無理が生じた

発信力の向上を目指すが、

・実施時期や生徒の実態等、各校の事情に合わせて実施内容を検討

・技能統合的な取り組みで5領域をバランス良く指導



▲成果・課題の周知と情報共有の不足
・指定校内→県下の全学校→全国へ

• 今年度は研究指定校内を中心に研究授業・研究協議等の
ライブ配信を実施。

• 全県下の小中高にチラシ（左を参照）を配付して、広く
周知を呼びかけたが、視聴者を増やすことが必要。

• コロナの影響で会議がオンデマンドやオンラインとなり、
小中高連携の取り組みについて、高校の先生方に周知す
る機会が減少。

県教委・総合教育センター・英語部会の
連携のもと、事業の取り組みについての
積極的な周知、動画など成果の利活用。

 静岡、三重、鹿児島とアライアンス関係
による情報共有、オンライン研修実施の
予定。



指導・助言

朝日大学 教授 亀谷みゆき 先生より



次年度の取り組み（案）2月21日時点

４月～５月 指定校連絡会議・アンケート調査①・ワーキング①

オンライン配信（年間を通じて）・アライアンス委員会①

６月～８月 授業実践・学習会・提案授業公開・アライアンス委員会②

オンライン合同研修会①（アライアンス）

９月～12月 授業実践・学習会・提案授業公開・ワーキング②

アライアンス委員会③・オンライン合同研修会①（アライアンス）

１月～２月 授業実践・学習会・アンケート調査②・ワーキング③

アライアンス委員会④・成果発表会



10分休憩後、全体会（小中高）となります

一度Zoomを退出し、全体会のZoom会議に再度お入りください。

全体会のURL：https://zoom.us/j/93968405598

ID：939 6840 5598

パスコード：20220224

☆全体会は15：50～16：45を予定しています。



全体会 次第（14：30～15：40）

(１)はじめの言葉

(２)事務局より（河西指導主事）

(３)指導助言

山梨大学 田中武夫 教授

(４)質疑応答

(５)諸連絡

(６)おわりの言葉


